
1992年出上の木簡

福
岡
・観
世
音
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
福
岡
県
太
宰
府
市
大
学
観
世
昔
寺
宇
堂
廻

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
を

一
九
九
二
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
九
州
歴
史
資
料
館

４
　
調
査
担
当
者
　
栗
原
和
彦
ほ
か

５
　
澄
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
ｉ
江
戸
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

観
世
音
寺
の
歴
史
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
す
で
に
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
の

で
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が
、
こ
の
地
区
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
数
次
の
調

査
を
行
な
い
、
少
な
か
ら
ぬ
知

見
を
得
て
い
る
。
今
回
の
第

一

三
〇
次
調
査
は
南
門
跡
や
南
面

築
地
跡
、
塔
跡
な
ど
の
遺
構
確

認
を
目
的
と
し
、
五
箇
所
で
実

施
し
た
。
そ
の
結
果
、
心
礎
な

ど
若
子
の
礎
石
が
残
存
す
る
塔

跡
に
つ
い
て
は
基
壇
の
規
模
や

構
造
な
ど
を
切
ら
か
に
し
え
た

が
、
南
門
や
築
地
な
ど
に
つ
い
て
は
構
造
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
ま
で
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
出
土
遺
物
は
、
各
種
の
上
器

・
陶
磁
器

・
瓦
な
ど
、
従
来
の
調

査
で
出
土
し
た
も
の
と
大
差
な
い
が
、
観
世
音
寺
周
辺
で
は
五
例
日
と
な
る
瓦

経
片
が
出
上
し
、
近
く
に
経
塚
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
。

木
簡
は
南
門
跡
東
南
部
地
域
に
位
置
す
る
南
北
溝
の
北
端
近
く
で
検
出
し
た

も
の
で
、
そ
こ
が
単
な
る
溜
ま
り
か
池
的
な
も
の
か
は
判
定
で
き
な
い
が
、
多

量
の
木
製
品
や
漆
器
の
椀
お
よ
び
土
師
器
の
杯
な
ど
と
と
も
に
出
上
し
た
。

８
　
木
筒
の
釈
文

。
内
容

①
　
「
略
元
亨
三
年
　
肥
後
国
日
間
野
庄
西
光
寺

五
月
七
日
　
一ハ
十
六
部
写
経
聖
月
阿
弥
陀
仏
」
∞
∞
］
×
卜
〇
×
］
　
Φ
∞
岸

六
十
六
部
と
い
う
語
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
月
阿
弥
陀
仏
と
い
う
号

を
も
つ
僧
が
書
写
し
た
法
華
経
を
六
六
箇
所
の
霊
場
に
奉
納
し
た
際
の
巡
礼
札

で
あ
る
。
日
間
野
庄
は
現
在
の
熊
本
県
玉
名
郡
南
関
町
付
近
に
比
定
さ
れ
、
西

光
寺
に
つ
い
て
は
、
『
玉
名
市
史
』
資
料
編
二
に
よ
れ
ば
、
同
庄
内
の
田
原
村
に

応
永
年
間
に
草
創
さ
れ
た
と
い
う
天
台
宗
寺
院
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
観

世
音
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。
な
お
、
ほ
か
に
二
点
の
墨
書

木
札
が
出
上
し
て
い
る
が
、
文
字
の
判
読
は
困
難
で
あ
る
。

９
　
関
係
文
献

九
州
歴
史
資
料
館

『
大
宰
府
史
跡
　
平
成
四
年
度
発
掘
調
査
概
報
』
全

九
九
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年
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(太宰府)




